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事業内容・目

標達成状況

の振り返り

運営協議会を開催、人形劇関係者の意見交換を実施。専門支援機関としての「いいだ人形劇センター」を設立し、NPO法人とし

て法人格を取得。事務所を整備し活動を開始。人形劇資料調査では、実行委員会を組織し、地域内外に存する人形劇図書資料

をリスト化し目録（冊子）を作成。検索システムは次年度以降での取り組み。

改革改善

の考え方

①問題

点

人形劇関係者のネットワークとして「人形劇のまち飯田」運営協議会が設立(H24年3月)され、専門支援機関「いいだ人形劇

センター」がH24年度中に設立される見込みで、立ち上がり時の支援が必要。

②改革

提案

運営協議会と人形劇センターについて、市として活動を支援していく。人形劇センターは自己財源の獲得と国県その他の

助成金の獲得に努め、自立運営できるようにする。

総事業費①+② 0 3,540 5,685

人件費計（千円）② 0 2,146

6,700

正規職員所要時間 600

臨時職員所要時間

一般財源 3,540 3,539

その他

起債

県支出金

国庫支出金 0 0

事業費計（千円）① 0 3,540 3,539 6,700 資料調査については実行委員会による事業実施

（実行委員会への国庫補助4,467千円）

25年度予算額 特定財源内訳、補足

0

6,700

事業コスト 23年度決算額 24年度予算額 24年度決算額

24

年

度

事

業

内

容

1 ｢(仮称)人形劇のまち運営協議会｣の設立

2 「(仮称)人形劇センター」の設置と運営

3 人形劇関連資料の収集に関する調査（「人形の図書館」資料のリスト作

成）

1 運営協議会の設立、開催

2 人形劇センターの設立と運営

3 資料収集に関する調査

１ 設立(H24.3.12)

   開催(H24.7.27)

2 設立(H24.12.19)

3 図書リスト作成

事業内容 名称 活動指標

事

業

概

要

人形劇に関わる多様な主体によるネットワークである｢人形劇のまち飯田・運営協議会｣の活動を支援する。

人形劇のセンター的機能を担う「(仮称)人形劇センター」の活動を支援する。

人形劇関連資料を利活用できるようにする。(目録作成、検索システムの構築)

目

標

種別 24年度実績 25年度計画

定性

目標

成果

指標

創造活動への参加者数 500 616 500 550

6237 5500 6000

指標名及び単位 24年度計画

成果

指標

公演鑑賞人数（フェスタ以外） 5000

28年度見込み

市民 104792

意図（どういう状態

にするか）

①日常的に人形劇を観賞できるようになる。②人形劇の

創造活動が活発になる。③日本や世界の人形劇に関す

る情報が得やすくなる。

劇団 51向上させたい上位施

策の成果指標

文化芸術活動に無縁な生活をおくっている人の割合(％

減らす)

備考（指標変更など）

目

的

対象（誰・何を） ①飯田市民　　②人形劇人

対

象

指

標

指標名及び単位 24年度数値

施策 27 文化芸術の振興

基本計画上

の位置づけ

政策 2 地育力によるこころ豊かな人づくり

課等名 文化会館 係等名 人形劇のまちづくり係

事業種別 政策 開始 23 終了

事務事業名

会計 一般会計

人形劇のまちづくり事業【24新規】
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